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欄 ｕ，２ 幻 雲．五％亭 ｐ＝Ｏ．０１）， ま 淀
， 閉 経 後 の ３ 例 と 比 べ て 閉 経 前 γ 例 で 有 意 に 変 化 率 が 高 か っ た．

／考 察〕
’

既報のクッシング症侯群治療後の骨密度に関する報告は主に下垂体腺腫を対象とした報告であっ た． 本研究は

副 腎 腺 腫 に よ る ク ッ シ ン グ 症 侯 群 の み を 対 象 と し 術 前 。 術 後 の 骨 密 度 の 検 討 を 行 っ た 初 め て の 報 告 で あ る．

術前骨密度が腰椎の特に側面測 定で有意に低下し
享

護た
，

術後に有意に改善した点 については盲 海面骨と皮膚

骨の善頸合の違いが原因であると考える． これまでのステロイ 汽骨粗霧症な どの報告でも
，

部位により骨密度への

影響 に差があり亨 そ れは海面骨。皮質骨の割合の違いによると考完られている． 腰椎の特に側面測 定では海面骨

優位の測定であり
、

大腿骨は皮質骨優位の測定となるため
亭

低下の程 度や術後の改善の程度の違いが認められる

のである． グルココルチコイ 汽による骨密度低下は海面骨がより鋭敏な指標となるζあはこれまでにも報告があ

る が， 本研究の結果は術前の骨密度の低下のみならず
，

術後の改善も 海面骨で著しいことを示した．

〔結論〕

副 腎腺腫によるクッシング症侯群に合併する骨粗髭症は
亨

手術治療によるクッシング症侯群の治癒 により明ら

か に 改 善 す る． 特 に 閉 経 前 の 女 性 の 場 合 は
亭

そ の 効 果 が よ り 大 き い と 考 え ら れ る．

論 文 審 査 の 要 旨

〔目的〕 骨粗髭症 はクッシング療侯群の重大な含併症の一つである
，
クッシング症侯群において治療後 に骨密度

の改善を検証した報告は散見さ れるが
，

これまでの報告はすべて下垂 体腺腫によるクッシ ング症侯群が対 象で

あ っ た
．

本 研 究 で は 副 腎 腺 腫 に よ る ク ッ シ ン グ 症 侯 群 に 対 す る 治 療 効 果 を 評 価 し た
．

〔対象。方法〕 副 腎腺腫によるクッ シング症侯群で腹腔鏡下副腎摘 除術施行２８例を対象と し
宇

二重エネル ギー

Ｘ 線吸収測定法（Ｄ汲Ａ）にて腰椎と大腿骨頭部の骨密度を測定 した． 術前 に骨密度の低下 が見られた１７例につい

ては術後も経時的に２堪ヵ月 まで測 定を継続 した．

〔結 果〕 対象２８例申 銚％ に骨粗 霧症 を認めた， 術前の骨 密度は大腿骨 頭部に比 べ腰椎で 像下 してい た （ザ

αＯ０３）
．

腰椎骨密度は術前に比 し術後３ヵ月 ですでに有意に改善 し（ｐ竺αＯＯ堪）亨
腰 稔 大腿骨ともに骨密 度改善は

２４ヵ月 まで継続 した． 術 後の骨密度変化率 は腰権の変化率が高く
亨

閉経後に比 し閉経前で骨密度変化率が高かっ

た
．

〔結 論〕 副腎腺腫 によるクッシング症侯群に合併する骨粗慈症は
，

手術治療によるク ッシング症候群の 治癒によ

り 明 ら か に 改 善 す る こ ＆ が わ か っ た， 特 に 閉 経 前 の 女 性 の 場 合
宰

そ の 効 果 が 大 き い と 考 え ら れ た
．

以 上 の こ と を， 臨 床 的 に 検 証 し た 基 礎 的 お よ び 臨 床 的 に 高 く 評 価 で き る 論 文 で あ る．
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論 文 内 容 の 要 旨

〔冒的〕

単純性血管腫に対 し皮膚 冷却装置付長パルス幅色素レーザー （ｙ ビーム） が開発され
亭

従来の色素 レーザーと

比較して高い治療効果が報告されている， そのため従来の色素 レーザー治療後に改善の得られない場合
，

ｙ ビー

み治療を希 望する患者が多く みられる． しかし色素レーザー照射後と
亨

さらに ｙ ビームを照射した患部を組織学

的 に 比 較 研 究 し た 報 告 は い ま だ 認 め な い． そ こ で レ ー ザ ー 治 療 の 効 果 を 比 較 す る 昌 的 で
，

色 素 レ ー ザ ー 治 療 後 と
亭

更に Ｖ ビーム治療 後の部位で単純性血管腫の組織を採取 し
，

残存する臨管の大蓄さと数を計測する組織学的統計

を 行 っ た
．

〔対象およ び方法〕

対 象 は 単 純 牲 血 管 腫 症 例 で
，

未 治 療 群 ２３ 例
、

色 素 レ ー ザ ー 治 療 群 ２３ 例 と
亭 ｙ ビ ー ム 治 療 群 ２３ 例 で あ っ た． 組

織の採取は全例血管腫内の皮膚を３醐㎜ デルマパ ンチで行い
，

抗ヒト 敏ｔ雌 Ｖ亙Ｈ 免疫染亀 を行った後苧標本申の血

管 歎 血管径と深さを顕微鏡下に冒視で討測 した． 血管径は３⑪岬 以下
ヨ

鉦 ～６０
ヨ

６１～⑬Ｏ
亭

飢 ～ 蜘
、

醐 岬 以上

に区切っ て計測 し
，

それらの塩管数の値は各群間でｔ検定により有意差判定を した．

〔結果〕

各冷 の治療群の血管径別の斑管数では
ラ

ｙ ビーム治療群で血管径 が３０岬 以下の血管 数の有 意な増加と６五岬

以上の血管 数の有意な滅少を認めた． 組織の深さにより各層別に血管数を計測 したところ
，

乳頭下層までの浅い

層 で は
亭

色 素 汐 一 炉 一 治 療 群 杜 Ｖ ビ ー ム 治 療 群 に お い て冒 未 治 療 群 あ 比 較 し て 塩 管 数 は 有 意 に 減 少 し て い 花， し

かし真皮上層より深い層 では色素レーザー治療群で斑管数の減少は認めず
宰Ｖ ビーム治療群では真皮上層でも 飢

岬 以上の血管数は未治療群に比較して有 意に減少していた．

〔考察〕

色素汐一 ザー治療群では乳頭下層までの浅い層で血管数の滅少が認められたことにより青
色素 レーザー ではエ

ネルギーの大きさや深達度が Ｖ ビー払と比較して不十分であると考完られる．Ｖ ビームによる治療では色 素レー

ザー治療よりも高出カで照射するこおが可能であり， またパルス幅を長くすることでより 太い斑管に効果がある

と誉れている．ｙ ビーム治療群 では真皮上層でも６車聰 以上の並管は減少しており呈やはり色素 レーザーよりも深

く まで効果 が及んでいる結果となった．しかし乳頭下層までの深さでも３０岬 以下の血管 数は減歩してお らず亭本

疾患がレー ザー治療に抵抗する原因と考完 られる． 今後さ らに治療効果を向上させるため に
，

より高出カ の照射

や重複照射な どを検討すべきと考乏られた
．

〔結論〕

単純性血管腫に対し色素 レーザー治療の後に ｙ ビーム治療を加克たと１ころ改善した症例につ き
呈 そのメカニズ

ム 解明のために組織学的 検討を行っ た
． Ｖ ビームは塩管径 が大きい血管 に対 して色素レー ザーよりも効果的であ

り
言

有意に血管数の減少が昆られた
． しかし Ｖ ビーム治療後でも主に３０岬 以下の血管の残存がみられ

亭
治療に

抵抗する原因である こと が示唆された．

論 文 審 査 ⑳ 要 旨

単純性血管腫に対する短パルス幅色素 レーザー （色 素レーザー） 治療 は効果があるといわれながら実際には著

効例のみではなくヨ 複数回照射しても効果のない症例 も少なくない． 一方新たに開発された皮膚冷却装置付長パ

ルス幅色素 汐一ザー （ｙ ビーみ） は従来の色素レーザーに比べて治療効果は高いとされているが
、

病理組織学的

に比較 した報告はない
、

そこ で色素レーザー治療後に奏功が得 られなかった症例に更に ｙ ビーム治療 を施行 し
亨

ｙ ビーム照射前後の組織学的比較検討を行った． その結果は色素レー 炉一では， 血管径の大きい血管や深い斑管

に効果が小さく、 Ｖ ビームでは血管径が大きい血管や深い血管にも器質的変化が示された
． さらに本研究におい

ては
、

Ｖ ビーム治療 に低抗性の単純性血管腫症例では残存する血管の血管径は小さいことが判明 したこと から
，

ｙ ビームのパルス 幅や照射エネルギー条件を適宜選択することにより今後 レーザー治療効果を更に高められる可

能 性 が 示 唆 さ れ た
．

今回の研究成果から得られた知昆は
苧

汐一ザーによる単純性血管腫治療効果の組織学解明にと ど護 らず
亭

今後

の レーザー治療の改 良面にも展望が得 られたことから学術的に優れた研究と して評価される．
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